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「文化芸術を通じた地域おこし」

という壮大なミッションを授かって令和元年に着任してから４年間、

思い返せばたくさんのチャレンジをさせていただきました。

コロナ禍とまる被りだった在任期間、一度も報告の場を持てずに来てしまいましたが、

任期終了を前にようやく皆様に活動報告をさせていただく機会をいただいたので、

この場をお借りして一挙に、駆け足で……



すべては、今からさかのぼること10年、恩師である塩屋俊監督がふと

「俺な、故郷に戻って青少年の育成に残りの人生を捧げたい。だからカジ、東京は任せた」

と言い残して突然この世を去ってしまったことから始まりました。

塩屋監督の故郷とは、そう、大分県臼杵市だったのです。

それから目指す背中を見失いながらもなんとか遺志を継いで

塩屋監督がやり残したであろうことをひとつひとつ継承し3年ほどの時が経った頃、

東京芸術劇場で実施したGROUP THEATRE本公演「RADIO311～残された総ての命へ～」で、

臼杵出身の俳優、奥田一平君との出逢いに恵まれます。彼もまた、塩屋監督のご縁でした。

そしてこの出逢いによって、劇団ムジカは誕生に向けて大きな舵を切ることになります。

この公演を観てくださった方が、「臼杵でぜひ公演を」と声をかけてくださったのです。

その方こそ、奥田一平君のお母様であり臼杵市議会議員の奥田ふみこさん。



この歴史的出逢いからおよそ2年ほどを経た2018年、

「RADIO311」は本当に臼杵市民会館に凱旋することになります。



舞台公演2018

GROUP THEATRE特別公演
「RADIO311─2018年、夏。臼杵─」







好評につき、その翌年も再演！

再演ついでに……

臼杵に住んじゃえ！



舞台公演2019

GROUP THEATRE特別公演
「RADIO311─2019 部屋で見つけた希望─」







そんな経緯で、当時想像もしていなかった

「地域おこし協力隊」としての新たな人生が始まりました。

そしてこの時点で既に、次の企画は僕の中で胎動を始めていたのです。

それが、臼杵のまちをつくった戦国武将大友宗麟の波乱万丈の人生を描いた舞台

「SORIN THE INNOCENT LORD」です。



舞台公演2019

GROUP THEATRE特別公演
「SORIN THE INNOCENT LORD」









そして実はこの公演が、もうひとつの重要な伏線を臼杵に放っていたのです。

それは、地域おこし協力隊として臼杵に移住することになる林佑太郎君との再会。

彼もまた、塩屋さんの教え子であり、僕の教え子でもありました。



まさかこの若者が後に劇団ムジカを背負って立つことになるとは。

トー横にたむろしてる客引きにしか見えません。



さて、林佑太郎という大きな戦力を得て、

臼杵で夢見ていた「僕の劇団構想」は、

「僕たちの劇団構想」、

になりました。

でも、ここで思わぬ刺客が現われます。



そう、これです。



舞台ができない……



ならば……



映像！



映像製作2020

三浦按針没後400年記念ショートフィルム
「ANJIN A NAVIGATOR OF LOVE」





ステラ・アドラーNY時代のクラスメイトであり、

サンディエゴフィルムフェスティバル助演男優賞受賞俳優、

Kai Issey君を按針役に迎え、

5日間に亘り黒島、佐志生、旧稲葉邸、久家の大蔵、臼杵城、怒涛のオール臼杵ロケ敢行。



コロナ禍を吹っ飛ばす、素晴らしい映像作品ができました。

今でも臼杵市の公式ホームページにて全編をご覧いただけます。



でも、まだ舞台ができる空気じゃない……



ならば、こっそりライヴとか。



ライヴ企画2021

狩野泰一
「篠笛WORLD MUSIC」





もういいかい……？



だよね、まだだよね……



僕は誰の許可を待っているんだろう。

この漠然とした「自粛」の日々も人々は、

「繋がり」から、

「感動」から、

「希望」から、

どんどん遠ざかって……



やっちゃえ。



舞台公演2021

劇団ムジカ旗揚公演
「ANJIN A NAVIGATOR OF LOVE」





大・盛・況！
各公演終演後に久家の大蔵を後にするお客様の表情を見て、

キャスト・スタッフ一同、「やってよかったね」と実感することができました。



あとは進むだけ。



朗読企画

荘田平五郎没後100年記念
「いっちみち」





続くコロナ禍の中……

大・盛・況！



「俺の人生に手遅れなんちねえんや」



舞台公演2021

劇団ムジカ第二回本公演
「パスキュア─手遅れな人々─」





感動・感動・感動！



ほら、子どもたちも、

そっと、

出てきち、

着物着ち、

歩いちみち。



中央市街地活性化イベント企画

８のつく日はうすきものの日
「うすきものウォーク」



































































そして遂に、

劇団ムジカはGROUP THEATREから自立、

「市民劇団」への新たなスタートを切ります。



舞台公演2022

劇団ムジカ第三回本公演
「GOLD IN THE DUST─親父の遺産─」





のぼり、横断幕も新調して……



大分県在住キャストのみで臨んだこの公演……



ひとりひとりが、

「血の繋がりよりもずっと強い絆」を全力で演じ切り……



過去３演目で最上級の評価をいただきました。



そして年の瀬のダメ押しに、

「他団体とのコラボレーション」も敢行。



舞台公演2022

劇団ムジカプロデュースリーディング公演
「夏を歩く／ここが家だ」





反戦の願い。



劇団メンバー藤澤早希さんの見事なライヴペイント。
国民的スター田中健さんも絶賛でした。



４年間に亘り行ってきた

臼杵市地域おこし協力隊としての取り組みは、

ここでひとまず節目を迎えます。



師匠である塩屋監督の故郷であり、

僕の心の故郷となった臼杵の地で、任期終了後も引き続き

「社会から必要とされる芸術」

の追求を続け、いつの日か

「芸術を必要とする社会」

のモデルケースを臼杵に。

そんな願いを込めて、４年間の活動報告総括とさせていただきます。



芸術には、弱い人を助ける力がある。




	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70
	スライド 71
	スライド 72
	スライド 73
	スライド 74
	スライド 75
	スライド 76
	スライド 77
	スライド 78
	スライド 79
	スライド 80
	スライド 81
	スライド 82
	スライド 83
	スライド 84
	スライド 85
	スライド 86
	スライド 87
	スライド 88
	スライド 89
	スライド 90
	スライド 91
	スライド 92
	スライド 93
	スライド 94
	スライド 95
	スライド 96

